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の
で
す
。

　

開
港
か
ら
ま
も
な
い
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）、
麻
疹
と
コ
レ
ラ
が
連
続
し
て
大

流
行
し
、
横
浜
と
日
本
社
会
は
お
お
い
に

動
揺
し
ま
す
。
と
く
に
、
コ
レ
ラ
は
も
と

も
と
イ
ン
ド
の
風
土
病
で
し
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
を
中
心
と
す
る
西
欧
諸
国
の
ア
ジ
ア

進
出
に
と
も
な
っ
て
日
本
に
も
伝
わ
り
ま

し
た
。
国
際
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
も
た

ら
し
た
感
染
症
で
あ
り
、
社
会
的
混
乱

だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
折
の
横
浜
の
よ
う
す
は
、
日
本
側

の
ほ
か
外
国
側
の
史
料
に
も
記
述
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
対
処
に
あ
た
っ
て
は
外
国

側
と
の
交
渉
も
生
じ
ま
し
た
。
こ
の
年
の

感
染
症
の
様
相
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
感
染
症
に
立
ち

向
か
っ
て
い
る
現
在
の
私
た
ち
に
も
な
に

か
し
ら
の
ヒ
ン
ト
を
あ
た
え
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
の
資
料
に
描
か
れ
る
動

物
は
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
ア
ジ

ア
の
国
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
豹
で
、

横
浜
や
江
戸
で
見
世
物
と
な
っ
た
も
の
で

す
。
画
の
な
か
に
は
「
是
を
見
る
人
ハ
悪

魔
を
拂は
ら
うが
ゆ
へ
長
命
也
。
小
児
ハ
ほ
ふ
そ

う
（
疱
瘡
）、
は
し
か
（
麻
疹
）
か
る
く
、

か
ん
の
む
し
（
疳
の
虫
）
を
し
り
ぞ
け
、

此こ
の

正し
ょ
う

写う
つ
しの
画
を
所
持
す
る
家
ハ
誠
に
安

全
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
の
絵
は
流
行
病
か
ら
の
守
り
札
で
も

あ
っ
た
わ
け
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
が
無
事
終
息
す
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

次
頁
で
は
文
久
二
年
の
感
染
症
の
諸
相
を

見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
吉
㟢
雅
規
）

　

今
年
の
は
じ
め
か
ら
爆
発
的
に
流
行
を

み
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
日
本
と

世
界
に
今
な
お
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し

つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
館
も
二
月
二
九
日
か
ら
長
期
休
館
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
四
月
二
五
日
か
ら
催
行

予
定
だ
っ
た
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
た
ち
の

足
跡
」
展
は
今
秋
に
、
七
月
一
八
日
か
ら

開
催
予
定
だ
っ
た
「
日
英
交
流
の
原
点
」

（
仮
称
）
展
は
来
年
度
に
実
施
を
延
期
し

ま
し
た
。

　

歴
史
を
ふ
り
か
え
る
と
、
社
会
が
強
大

な
感
染
症
に
襲
わ
れ
た
の
は
こ
れ
が
は
じ

め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
世
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
ペ
ス
ト
の
襲
来
に
よ
っ
て
人
口

を
大
き
く
減
ら
し
、
江
戸
時
代
の
日
本
は

天
然
痘
や
麻は
し
か疹
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
横
浜
も
、
開
港
都
市
と
い
う
性
格
上
、

海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
感

染
症
に
幾
度
と
な
く
苦
し
め
ら
れ
て
き
た

幕末の感染症
と横浜

特 集

「猛虎の正写」　一龍斎芳豊画　万延元年（1860）７月　当館蔵
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特 集

麻
疹
の
流
行

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
七
月
、
麻
疹

が
は
や
り
は
じ
め
て
い
た
。
麻
疹
は
江
戸

時
代
、
一
〇
数
年
か
ら
二
〇
数
年
お
き
に

流
行
し
た
が
、
こ
の
年
の
麻
疹
は
重
症
化

す
る
患
者
を
少
な
か
ら
ず
出
し
た
（
鈴
木

則
子
『
江
戸
の
流
行
り
病
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
二
年
）。
江
戸
で
は
、「
七
月

の
半
ば
に
至
り
て
は
弥
い
よ
い
よ

蔓
延
し
、
良
り
ょ
う

賤せ
ん

男
女
こ
の
病び
ょ
う
あ痾
に
罹
ら
ざ
る
家
な
し
」

（『
増
訂
武
江
年
表
』）
と
い
う
ほ
ど
の
流

行
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

横
浜
近
郊
の
村
に
も
麻
疹
は
や
っ
て
く

る
。
生
麦
村
（
現
鶴
見
区
）
で
名
主
を
つ

と
め
た
関
口
家
の
日
記
に
、
こ
の
年
は
じ

め
て
麻
疹
の
記
述
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
七

月
七
日
。「
下
女
等
麻
疹
に
て
困
り
候
」

「
昼
後
よ
り
英
太
郎
熱
こ
れ
あ
り
、
相
臥

し
、
麻
疹
に
て
こ
れ
あ
る
べ
く
候
由
、
神

奈
川
大
黒
屋
相
頼
み
候
医
師
、
夜
に
入
り

駕
籠
に
て
来
る
」
と
下
女
と
身
内
が
感
染

し
、
医
者
を
呼
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
二
一
日
に
は
「
当
節
麻
疹
大
流
行
」

に
よ
り
働
き
手
が
不
足
し
、「
末
吉
屋
老

母
今
日
よ
り
相
頼
み
働
か
れ
候
」
と
、
や

む
な
く
近
所
の
「
老
母
」
に
手
伝
い
に
来

て
も
ら
っ
て
い
る
（「
附
込
日
記
帳
」（
関

口
日
記
）
当
館
蔵
）。

　

外
国
側
も
麻
疹
の
伝
播
の
実
態
を
把
握

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
八
月
六
日
、T

he 
Japan H

erald

（
当
館
複
製
本
）
は
、
江

戸
（
四
宿
を
含
む
）
に
お
け
る
麻
疹
の
患

者
・
死
者
を
二
四
地
区
ご
と
に
記
し
、
そ

の
総
数
を
前
者
五
六
万
七
七
一
三
人
、
後

者
七
万
三
一
五
八
人
と
報
じ
た
（
西
暦
八

月
三
〇
日
付
、
和
暦
五
月
二
〇
日
～
七
月

一
六
日
ま
で
の
統
計
。
患
者
・
死
者
数
は

諸
説
あ
る
）。
記
者
は
「
こ
の
病
気
（
患

者
）
は
今
、
減
少
し
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
越
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
も
っ
と
危

険
な
」
感
染
症
が
姿
を
見
せ
は
じ
め
て
い

た
。上

海
の
コ
レ
ラ
と
そ
の
警
戒

　

前
年
の
一
八
六
一
年
、
イ
ン
ド
で
コ
レ

ラ
の
流
行
が
あ
っ
た
。
コ
レ
ラ
は
「
大
英

帝
国
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
沿
っ
て
」
イ
ン
ド
か
ら
香
港
に

伝
わ
り
、
香
港
か
ら
一
八
六
二
年
の
春
に

は
南
京
へ
、
そ
し
て
上
海
を
経
由
し
て
夏

の
盛
り
に
は
天
津
に
到
達
し
た
（Ruth�

R
ogaski, �H

ygienic M
odernity�U

ni-
versity �of�California�Press,�2004

）。

　

文
久
二
年
の
初
夏
、
幕
府
は
上
海
に
官

船
千
歳
丸
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
そ
の
随

員
も
コ
レ
ラ
に
襲
わ
れ
た
。
罹
患
し
た
者

の
症
状
は
こ
う
で
あ
る
。「
胸
中
煩
悶
シ

飲
食
ヲ
絶
ツ
ニ
至
ル
。
午
（
正
午
）
下
身

体
冷
カ
ニ
腹
痛
ツ
ヨ
シ
。
哺
時
（
午
後
四

時
頃
）
ニ
至
リ
泄せ
つ

痢り

（
下
痢
）
甚
ダ
シ
。

（
中
略
）
夜
ニ
入
リ
手
足
拘こ
う

攣れ
ん

（
痙
攣
）、

舌
端
固
縮
シ
、
脈
ノ
有
無
弁
ジ
ガ
タ
シ
。

医
云
フ
、
コ
レ
流
行
ノ
コ
レ
ラ
ナ
リ
」

（
日
比
野
輝
寛
「
贅ぜ
い

肬ゆ
う

録
」
五
月
一
二
日

付
。『
幕
末
明
治
中
国
見
聞
録
集
成
』
第

一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
七
年
）。

　

上
海
で
の
コ
レ
ラ
（
幕
府
史
料
は
「
痧

病
」
と
記
す
）
流
行
の
情
報
は
江
戸
に
も

伝
わ
っ
た
。
外
国
奉
行
は
「
伝
染
病
相
煩

い
候
も
の
乗
り
組
み
候
船
々
、
万
一
御
開

港
場
へ
繋
泊
仕
り
候
様
の
儀
こ
れ
あ
り
候

て
は
、
自
然
御
国
内
へ
蔓
延
仕
る
べ
き
や

も
計
り
が
た
く
」
と
、
横
浜
・
長
崎
・
箱

館
（
函
館
）
の
三
港
に
来
航
す
る
外
国
船

の
乗
組
員
か
ら
、
日
本
国
内
に
感
染
症
が

ひ
ろ
ま
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
そ
こ
で
中

国
か
ら
渡
来
す
る
船
の
う
ち
、「
健
固
状

所
持
致
さ
ず
候
分
は
御
開
港
場
へ
繋
泊
御

差
し
留
め
」
と
、
健
康
状
態
を
証
明
す
る

書
類
を
持
た
な
い
船
の
寄
港
禁
止
を
、
七

月
二
日
以
降
各
国
の
公
使
に
通
達
す
る

（『
続
通
信
全
覧
』
編
年
之
部
三
「
米
国
往

復
書
翰
」
十
一
）。

　

イ
ギ
リ
ス
の
代
理
公
使
ジ
ョ
ン
・
ニ
ー

ル
は
七
月
一
四
日
、
幕
府
に
返
書
を
認

め
、
香
港
・

上
海
の
領
事

に
要
望
を
伝

え
る
こ
と
を

約
束
。
そ
し

て
、
流
行
病

が
お
さ
ま
り

つ
つ
あ
る
と

い
う
中
国
の

最
新
情
報
を

老
中
に
伝
え

た
（
同
編
年

之
部
四
「
英

国
往
復
書

翰
」
七
）。

幕
府
は
こ
の

こ
と
を
聞
い

て
少
し
は
安

心
し
た
か
も

し
れ
な
い
。

横
浜
・
江
戸
の
コ
レ
ラ

　

し
か
し
、
コ
レ
ラ
は
国
内
に
上
陸
し
て

し
ま
う
。
横
浜
に
在
住
し
て
い
た
ア
メ
リ

カ
商
人
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ー
ル
は
八
月

六
日
（
西
暦
八
月
三
〇
日
）
の
日
記
に
、

「
そ
し
て
今
、
コ
レ
ラ
が
（
麻
疹
に
）
続

い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
だ
最
悪
の
状
況
で

は
な
い
が
、
し
か
し
、
日
本
人
住
民
の
あ

い
だ
で
は
日
々
多
く
の
死
者
が
出
て
い

る
。
あ
る
家
で
は
四
人
の
家
人
が
一
人

ま
た
一
人
と
死
ん
で
い
っ
た
」
と
開
港

場
付
近
の
状
況
を
記
し
て
い
る
（F.G.�

N
otehelfer�ed.,�Japan T

hrough 
A

m
erican E

yes�Princeton�U
niver-

幕末の感染症と横浜
文久二年の麻疹・コレラ

図１　�荼毘室混雑の図　「安政箇勞痢流行記」金屯道人（仮名垣魯文）編　安政５
年（1858）　人間文化研究機構国文学研究資料館蔵　安政５年のコレラ流
行時、死者が激増して棺桶が焼き場に積まれていく様子を描く。
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sity�Press,�1992

）。

　

江
戸
で
も
コ
レ
ラ
が
勢
い
を
増
し
て
い

た
。T

he Japan H
erald 

の
八
月
一
三

日
（
西
暦
九
月
六
日
）
の
記
事
で
は
、

「
コ
レ
ラ
は
波
の
よ
う
に
こ
の
地
を
襲
っ

て
い
る
。（
中
略
）
江
戸
の
役
所
で
は
一

〇
〇
の
葬
列
が
通
り
過
ぎ
る
ご
と
に
橋
を

清
掃
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
橋

だ
け
は
最
近
一
日
に
四
回
清
め
ら
れ
て
い

る
。（
つ
ま
り
）
四
〇
〇
か
ら
五
〇
〇
の

葬
列
が
日
本
橋
を

毎
日
通
過
し
て
い

る
、
と
我
々
は
聞

か
さ
れ
て
い
る
」

と
そ
の
死
者
の
多

さ
を
伝
え
た
。

　

コ
レ
ラ
は
横
浜

付
近
の
村
を
も
脅

か
す
。
磯
子
村

（
現
磯
子
区
）
の

村
び
と
が
つ
け
た

古
文
書
に
は
コ
レ

ラ
の
俗
名
で
あ
る

「
こ
ろ
り
」
と
い

う
言
葉
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。「
ほ

ふ
し
や
（
暴ぼ
う

瀉し
ゃ

）
病
は
や
る
、
俗
ニ
三
日

こ
ろ
り
と
云
」（「
懐
中
覚　

四
番
」
堤
真

和
家
文
書
、
当
館
寄
託
、
図
２
）。
そ
し

て
、
村
で
は
感
染
症
の
退
散
を
祈
っ
て
神

事
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
八
月
四
日
、
磯
子

村
の
「
鎮
守
山
王
宮
ニ
て
御
祈
祷
、
同
八

日
昼
夜
共
金
蔵
院
ニ
て
薬
師
如
来
内
拝
」

と
鎮
守
の
神
様
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
病

気
を
治
す
仏
で
あ
る
薬
師
如
来
を
拝
む
こ

と
も
許
さ
れ
た
。
同
じ
日
（
八
日
）、
生

麦
村
で
も
「
当
節
所
々
変
病
こ
れ
あ
る
に

付
き
、
小
前
よ
り
申
し
出
に
付
き
、
鎮
守

神
輿
村
内
御
渡
り
に
相
成
」
っ
た
。
麻

疹
・
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
「
変
病
」
の
鎮
静

を
願
う
村
び
と
た
ち
が
村
役
人
に
要
望

し
、
鎮
守
の
神
輿
が
村
じ
ゅ
う
を
練
り
歩

い
た
の
で
あ
る
（
図
３
）。

医
療
を
め
ぐ
る
国
際
協
力

　

コ
レ
ラ
が
牙
を
む
き
は
じ
め
て
い
た
八

月
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
ド
・
ベ
ル

ク
ー
ル
は
老
中
に
手
紙
を
書
き
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。「
日
本
の
医
師
と
外
国
の

医
師
と
（
が
）
集
会
し
て
（
中
略
）
各
々

そ
の
兼
ね
て
施
し
た
る
治
療
上
に
て
経
験

せ
し
事
を
互
い
に
相
告
ぐ
る
は
、
文
明
な

る
国
の
諸
民
に
お
ゐ
て
甚
た
大
な
る
利
益

と
な
る
」
だ
ろ
う
と
。
コ
レ
ラ
の
治
療
に

あ
た
っ
た
日
欧
の
医
師
を
一
堂
に
集
め
、

そ
の
知
見
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
、
医
学

上
の
国
際
協
力
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
（『
続
通
信
全
覧
』
編
年
之
部
四
「
仏

国
往
復
書
翰
」
五
）。

　

こ
の
申
し
出
に
つ
い
て
老
中
か
ら
の
下

問
を
受
け
た
外
国
奉
行
は
、「
御
国
（
日

本
）
お
ゐ
て
痧
病
の
流
行
仕
り
候
は
近
来

の
事
に
て
、
治
療
お
ゐ
て
も
未
た
十
分
に

相
開
け
申
さ
ず
」
と
、
コ
レ
ラ
の
治
療
法

が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
実
態
を
認
め
る
。

そ
し
て
、「
蘭
家
医
師
の
内
両
三
人
人
物

相
撰
び
神
奈
川
表
（
横
浜
）
へ
差
し
遣
わ

さ
れ
、
外
国
医
師
の
内
右
病
症
治
療
工

（
巧
）
者
の
も
の
へ
質
問
仕
ら
せ
候
ハ
ヽ
、

方
術
相
開
け
治
療
も
行
き
届
き
申
す
べ

く
」
と
、
外
国
の
医
者
か
ら
治
療
に
関
す

る
情
報
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
同
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
奥
医
師
の
伊
東
貫
斎
と
、

同
松
本
良
甫
の
惣
領
・
松
本
良
順
の
横
浜

派
遣
が
決
ま
っ
た
（「
村
垣
範
正
日
記
」

八
月
二
七
日
付
、「
大
日
本
維
新
史
料
稿

本
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）。
同
門

の
伊
東
朴
斎
が
「
都
下
一
般
摩
痘
病
（
麻

疹
）
引
き
続
き
コ
レ
ラ
病
流
行
に
て
昼
夜

奔
走
致
し
居
り
候
」（
九
月
一
四
日
付
、

「
関
東
医
門
門
倉
玄
春
書
状
」
門
倉
保
茂

家
文
書
、
当
館
複
製
本
）
と
書
く
よ
う

に
、
日
本
の
医
師
た
ち
も
多
忙
を
極
め
て

い
た
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
る
。

生
麦
事
件
と
コ
レ
ラ

　

と
こ
ろ
で
、
幕
末
史
上
有
名
な
生
麦
事

件
が
発
生
し
た
の
は
、
こ
の
感
染
症
が
流

行
し
て
い
る
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
八

月
二
一
日
、
東
海
道
を
西
に
向
か
う
島
津

久
光
（
薩
摩
藩
主
の
父
）
の
行
列
と
交
錯

し
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
生
麦
村
に
お
い
て

薩
摩
藩
士
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
横
浜

の
外
国
居
留
民
は
事
件
の
報
を
聞
い
て
激

高
、
す
ぐ
さ
ま
行
列
に
報
復
攻
撃
を
か
け

る
こ
と
を
ニ
ー
ル
に
迫
る
。
翌
年
イ
ギ
リ

ス
艦
隊
は
鹿
児
島
を
砲
撃
、
そ
の
後
の
幕

末
の
政
局
に
大
き
い
影
響
を
あ
た
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
周
知
の
こ
と
。
生
麦
事

件
の
歴
史
的
意
義
の
大
き
さ
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ー
ル
は

事
件
の
一
週
間
後
の
八
月
二
八
日
（
西
暦

九
月
二
一
日
）
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
の
で
あ
る
。「
先
日
の
東
海
道
に
お
け

る
暴
行
・
殺
人
に
よ
る
興
奮
は
や
わ
ら
い

で
い
る
。
コ
レ
ラ
の
蔓
延
に
よ
っ
て
、
一

般
の
人
々
に
と
っ
て
事
件
は
印
象
が
薄
く

な
っ
て
き
て
い
る
」
と
。
感
染
症
の
さ
な

か
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
、
ま
ず
は
目

前
に
迫
る
病
と
そ
の
拡
大
が
不
安
で
た
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
久
二
年
の

人
々
の
こ
う
い
っ
た
実
感
を
、
私
た
ち
は

今
、
容
易
に
想
像
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

＊
本
稿
の
日
付
は
原
則
と
し
て
和
暦
（
太

陰
暦
）
で
表
示
し
た
。

�

（
吉
㟢
雅
規
）

図２　�「懐中覚　四番」　文久２年（1862）
８月　堤真和家文書　当館寄託

図３　�「附込日記帳」（関口日記）文久２年（1862）８月８日　
当館蔵



4

資料
よもやま話1

　

今
年
度
最
初
の
企
画
展
「
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
た
ち
の
足
跡
―
写
真
ア
ル
バ
ム
か
ら

―
」
展
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期
と
な

り
、
来
る
一
〇
月
三
日
か
ら
第
二
回
企
画

展
と
し
て
開
催
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
展
示
で
お
も
に
取
り
上
げ
る
の

は
、
当
館
が
所
蔵
・
保
管
す
る
横
浜
ゆ
か

り
の
欧
米
外
国
人
旧
蔵
の
個
人
ア
ル
バ
ム

で
あ
り
、多
く
が
家
族
ア
ル
バ
ム
で
あ
る
。

　

当
館
で
は
約
二
〇
〇
冊
の
写
真
ア
ル
バ

ム
を
所
蔵
・
保
管
し
て
い
る
。
多
く
は
外

国
人
向
け
の
お
土
産
と
し
て
販
売
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
の
写
真
家
、
ベ

ア
ト
が
撮
影
し
た
生
麦
事
件
の
現
場
を
は

じ
め
と
す
る
歴
史
的
場
所
や
、
日
本
人
町

と
外
国
人
居
留
地
が
併
存
す
る
開
港
場
、

横
浜
の
街
並
み
、
あ
る
い
は
当
時
の
日
本

人
の
風
俗
な
ど
を
と
ら
え
た
写
真
は
、
歴

史
資
料
と
し
て
展
示
や
出
版
で
活
用
し
て

き
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
展
示
で
紹
介
す
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
て
こ
な

か
っ
た
個
人
ア
ル
バ
ム
や
家
族
ア
ル
バ
ム

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
よ
う
す
を

今
日
に
伝
え
る
歴
史
資
料
に
は
ち
が
い
な

い
が
、
多
く
は
、
欧
米
居
留
外
国
人
の
生

活
を
と
ら
え
た
私
的
な
写
真
で
あ
り
、
活

用
の
機
会
は
少
な
か
っ

た
。

　

本
稿
で
は
、
展
示
予

定
の
写
真
ア
ル
バ
ム
の

な
か
か
ら
三
人
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
二
世
を
紹

介
し
た
い
。
三
人
は
い

ず
れ
も
、
幕
末
・
明
治

の
横
浜
（
日
本
）
に
暮

ら
し
た
欧
米
外
国
人
を
父
親
に
も
つ
。
横

浜
に
は
こ
の
よ
う
な
親
子
が
少
な
く
な

か
っ
た
。

サ
ム
エ
ル
・
ヘ
ボ
ン

�

（
一
八
四
四
～
一
九
二
二
）

　

サ
ム
エ
ル
（Sam

uel�H
epburn

）
の

父
親
は
、
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
医
、
Ｊ
・

Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
（
一
八
一
五
～
一
九
一
一
）

で
あ
る
。
開
港
間
も
な
い
一
八
五
九
年
、

夫
妻
で
来
浜
し
、
医
療
活
動
を
通
じ
て
キ

リ
ス
ト
教
の
布
教
を
お
こ
な
っ
た
。
日
本

初
の
和
英
辞
書
『
和
英
語
林
集
成
』
の
編

纂
や
、
今
日
、
最
も
普
及
し
て
い
る
（
ヘ

ボ
ン
式
）
ロ
ー
マ
字
の
考
案
者
と
し
て
知

ら
れ
る
。
ま
た
指
路
教
会
（
横
浜
市
中

区
）
や
明
治
学
院
の
創
立
等
に
も
関
わ

り
、
約
三
〇
年
と
い
う
長
き
に
亘
っ
て
日

本
で
活
躍
し
た
。
引
退
後
は
ア
メ
リ
カ
に

帰
国
し
、
九
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

　

サ
ム
エ
ル
は
ヘ
ボ
ン
夫
妻
の
次
男
と
し

て
夫
妻
の
伝
道
先
で
あ
る
中
国
の
ア
モ
イ

で
生
ま
れ
た
。
他
の
四
人
の
子
ど
も
（
男

子
）
は
夭
折
し
、
成
人
し
た
の
は
サ
ム
エ

ル
だ
け
で
あ
っ
た
。
夫
妻
は
日
本
行
き
に

あ
た
り
、
一
五
歳
の
サ
ム
エ
ル
を
ア
メ
リ

カ
の
知
人
に
預
け
た
。
夫
妻
が
ア
メ
リ
カ

の
弟
に
宛
て
た
手
紙
に
は
、
残
し
て
き
た

サ
ム
エ
ル
を
案
じ
る
心
情
が
つ
づ
ら
れ
て

い
る
。
サ
ム
エ
ル
は
一
八
六
五
年
、
二
一

歳
の
時
に
横
浜
の
両
親
の
元
に
や
っ
て
来

て
、
日
本
郵
船
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に

勤
め
た
。
父
親
と
は
ち
が
っ
て
、
会
社
員

と
な
っ
た
サ
ム
エ
ル
は
、
余
暇
に
横
浜
在

住
の
欧
米
外
国
人
仲
間
と
野
球
や
ボ
ー
ト

と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
生
活
を

送
っ
た
。
両
親
よ
り
も
長
く
日
本
に
暮
ら

し
、
引
退
後
は
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
。

キ
ン
グ
・
キ
ク
・
キ
ン
グ
ド
ン

�

（
一
八
六
六
～
一
九
〇
一
）

　

キ
ン
グ
（K

ing�K
iku�K

ingdon

）
の

父
親
、
ニ
コ
ラ
ス
・
Ｐ
・
キ
ン
グ
ド
ン

（
一
八
二
九
～
一
九
〇
三
）
は
、
早
く
か

ら
メ
キ
シ
コ
や
中
国
に
雄
飛
し
た
イ
ギ
リ

ス
人
貿
易
商
だ
っ
た
。

二
年
間
の
上
海
生
活
の

後
、
一
八
六
三
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
大
手
商
社
、

デ
ン
ト
商
会
の
代
理
人

と
し
て
横
浜
に
移
り
住

ん
だ
。
そ
の
後
、
独
立

し
て
お
も
に
生
糸
輸
出

業
に
た
ず
さ
わ
る
一

方
、
居
留
民
の
自
治
組

織
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

と
し
て
と
く
に
競
馬
で

活
躍
す
る
な
ど
外
国
人

社
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー

と
な
っ
た
。
一
時
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
代
理
領
事
も

務
め
た
。

　

浮
世
絵
師
歌
川
国
鶴
の
娘
ム
ラ
と
結
婚

し
、
四
人
の
子
ど
も
を
も
う
け
た
が
、
そ

の
長
男
が
キ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
写
真
３

は
、
一
八
九
七
年
に
盛
大
に
催
さ
れ
た

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
即
位
六
〇
周
年
祭
の

時
に
友
人
、
レ
ナ
ー
ド
・
イ
ー
ト
ン
と

撮
っ
た
写
真
（
着
色
）
で
あ
る
。
赤
穂
浪

士
に
扮
し
て
日
本
人
と
一
緒
に
自
転
車
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
た
。
レ
ナ
ー
ド
も
父
親

は
イ
ギ
リ
ス
人
、
母
親
は
日
本
人
だ
っ

た
。

　

キ
ン
グ
は
一
八
六
六
年
に
横
浜
で
生
ま

れ
、
一
五
歳
の
時
（
八
一
年
）、
父
親
の

母
国
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
約
一
〇
年

間
、
イ
ギ
リ
ス
生
活
を
送
っ
た
。
マ
ー
ル

ボ
ロ
次
い
で
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
学

ん
で
土
木
技
師
と
な
っ
た
キ
ン
グ
は
、
卒

業
後
、
ロ
ン
ド
ン
や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で

３人のコスモポリタン二世たち
― 「コスモポリタンたちの足跡」展に向けて

写真２　長崎時代のサムエル夫妻（後列左右）と友人たち　横浜プロ
テスタント史研究会寄託・当館保管「サムエル・ヘボン旧蔵アルバム」
より

写真１　「サトウ旧蔵写真アル
バム」のなかのヘボン（60歳代
後半）　1882年
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そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
が
、
横
浜
に
戻

る
と
父
親
の
後
を
継
い
で
商
人
と
な
っ
た

（『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ

ル
』
一
九
〇
一
年
八
月
一
七
日
号
の
キ
ン

グ
の
追
悼
記
事
）。

　

写
真
３
か
ら
は
帰
国
後
の
充
実
し
た
生

活
が
う
か
が
え
る
。
父
親
の
ニ
コ
ラ
ス
は

イ
ギ
リ
ス
の
長
兄
に
宛
て
た
一
八
九
三
年

の
手
紙
で
、「
キ
ン
グ
は
事
務
所
で
一
生

懸
命
働
い
て
い
て
、
今
ま
で
の
パ
ー
ト

ナ
ー
よ
り
も
助
け
に
な
り
ま
す
。
頭
脳
が

明
晰
で
物
事
に
熱
心
な
興
味
を
示
し
ま

す
」
と
書
い
て
い
る
（
歌
川
隆
翻
訳

「
Ｎ
・
Ｐ
・
キ
ン
グ
ド
ン
書
簡
（
日
本
在

住
時
）」『
横
浜
開
港
資
料
館
紀
要
』
一
四

号
）。
し
か
し
、
キ
ン
グ
は
一
九
〇
一

年
、
三
四
歳
と
い
う
若
さ
で
急
逝
し
た
。

事
務
所
は
弟
の
ア
ー
サ
ー
が
継
い
だ
が
、

期
待
を
か
け
て
い
た
長
男
を
失
っ
た
痛
手

に
因
る
も
の
か
、
ニ
コ
ラ
ス
も
二
年
後
の

一
九
〇
三
年
に
没
し
た
。

武
田
久
吉（
一
八
八
三
～
一
九
七
二
）

　

久
吉
（
ひ
さ
よ
し
）
の
父
親
、
イ
ギ
リ

ス
外
交
官
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
（
一

八
四
三
～
一
九
二
九
）
は
上
海
と
北
京
で

約
七
か
月
間
の
中
国
語
学
習
の
後
、
一
八

六
二
年
九
月
、
日
本
語
通
訳
生
と
し
て
横

浜
に
到
着
し
た
。
来
浜
間
も
な
く
、
生
麦

事
件
が
お
き
、
ま
た
関
内
地
区
を
焼
き
尽

く
し
た
六
六
年
の
慶
応
の
大
火
に
も
遭
っ

て
い
る
。

　

久
吉
は
、
こ
の
サ
ト
ウ
と
武
田
兼
（
か

ね
）
の
次
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
た
。

長
女
は
夭
折
し
、
久
吉
の
三
歳
上
に
長

男
、
栄
太
郎
が
い
た
。
栄
太
郎
と
久
吉
は

サ
ト
ウ
の
勧
め
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し

た
。
栄
太
郎
は
一
九
〇
〇
年
に
渡
英
し
た

が
、
結
核
を

患
っ
て
療
養
の

た
め
渡
っ
た
ア

メ
リ
カ
で
暮
ら

す
よ
う
に
な

り
、
ア
メ
リ
カ

人
女
性
と
結
婚

し
て
、
一
度
も

日
本
に
戻
る
こ

と
な
く
、
二
六

年
に
現
地
で
亡

く
な
っ
た
。

　

久
吉
は
、
二
七
歳
の
一
九
一
〇
年

か
ら
一
六
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学

し
て
植
物
学
を
学
び
、
帰
国
後
は
北

海
道
帝
国
大
学
な
ど
で
植
物
学
を
教

え
、
植
物
学
や
民
俗
学
の
研
究
書
を

著
し
た
。
ま
た
、
市
河
三
喜
（
英
語

学
者
）
や
牧
野
富
太
郎
（
植
物
学

者
）、
柳
田
国
男
（
民
俗
学
者
）
と

い
っ
た
人
び
と
と
も
早
く
か
ら
交
流

を
も
っ
た
。
父
、
サ
ト
ウ
と
同
じ
よ

う
に
植
物
や
登
山
を
好
み
、
日
本
山

岳
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と

な
り
、
尾
瀬
の
自
然
保
護
に
尽
力
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

兼
は
終
生
、
海
外
に
出
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
海
外
赴
任
中
の
、
引
退

後
は
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た
サ
ト
ウ
と
、

そ
し
て
海
外
に
い
る
息
子
た
ち
と
手
紙
で

近
況
を
伝
え
合
っ
た
。
兼
の
手
元
に
残
っ

た
サ
ト
ウ
た
ち
か
ら
の
手
紙
は
家
族
の
記

録
で
あ
り
、
写
真
ア
ル
バ
ム
な
ど
と
と
も

に
震
災
や
戦
災
を
く
ぐ
り
抜
け
て
武
田
家

に
残
り
、
今
日
、
武
田
家
旧
蔵
資
料
と
し

て
当
館
の
収
蔵
庫
に
納
ま
っ
て
い
る
。

　

か
れ
ら
を
「
二
世
」
と
し
た
の
は
、
来

浜
し
た
父
親
世
代
を
初
代
と
み
な
し
た
か

ら
だ
が
、
ヘ
ボ
ン
家
と
サ
ト
ウ
家
は
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
な
先
祖
を
も
つ
家
系
で
あ
っ

た
。
ヘ
ボ
ン
の
祖
先
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
、
さ
ら
に
一
八
世

紀
後
半
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
。
サ
ト
ウ

の
祖
先
は
北
ド
イ
ツ
が
出
身
地
で
、
サ
ト

ウ
の
父
親
は
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス

に
移
っ
て
来
た
。

　

状
況
が
許
せ
ば
、
ぜ
ひ
一
〇
月
開
催
予

定
の
展
示
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
を
支
え
て
き
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

れ
に
制
限
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、

開
港
都
市
、
横
浜
に
ゆ
か
り
の
あ
る
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ン
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
は
、

私
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
て
く
る
に
ち

が
い
な
い
。�

（
中
武
香
奈
美
）

写真３　ヴィクトリア女王即位60周年祭に参加
した31歳のキング�（左）と、友人のレナード・イー
トン�（右）　1897年　[外国人個人アルバム]より

写真４　キングの父親、N.P.キングドン
（30歳台）　デーヴィッド・エヴァンス氏
寄贈「J.C.フレイザー旧蔵写真帳」より

写真６　イギリス留学中の久吉（30歳前後）　辻村伊助撮影　「武
田家旧蔵アーネスト・サトウ関係資料」より

写真５　来日前のサトウ（18歳）　「サト
ウ旧蔵写真アルバム」より
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資料
よもやま話2

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
は
、
横
浜
市
に

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
、
市
政
の
中
心
地

で
あ
っ
た
港
町
（
現
・
中
区
）
の
横
浜
市

庁
舎
も
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
建
物
か
ら
避
難
し
た
助
役
以
下
の
職

員
た
ち
は
一
時
的
に
横
浜
公
園
に
移
動
、

さ
ら
に
三
日
午
前
に
桜
木
町
駅
前
の
中
央

職
業
紹
介
所
に
移
っ
て
災
害
対
応
の
業
務

を
開
始
し
た
。
横
浜
市
役
所
市
史
編
纂
係

編
・
発
行
『
横
浜
市
震
災
誌 

第
一
冊
』

は「
斯
く
て
桜
木
町
は
救
護
事
務
局
支
部
、

県
庁
、
市
役
所
三
庁
舎
の
設
置
に
因
っ
て

自
か
ら
県
市
救
護
事
務
の
中
心
地
と
な
っ

た
と
同
時
に
、
又
県
市
行
政
事
務
の
中
枢

地
と
も
な
っ
た
次
第
で
、慰
問
の
諸
名
士
、

関
係
諸
員
が
来
て
、
車
馬
の
往
復
昼
夜
絶

え
ず
、
其
の
光
景
は
戦
地
に
於
け
る
司
令

部
の
観
が
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
第
一
四
七
号

の
企
画
展
示
紹
介
「
町
会
所
か
ら
市
役
所

へ
」
の
ほ
か
、
今
井
清
一
『
横
浜
の
関
東

大
震
災
』（
有
隣
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
や

拙
稿「
関
東
大
震
災
と
横
浜
市
役
所
」（『
市

史
通
信
』
第
五
号
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）

が
詳
し
く
ま
と
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
三
代
目
市
庁
舎
と
な
っ
た
中
央
職
業

紹
介
所
か
ら
港
町
に
再
建
さ
れ
た
四
代
目

市
庁
舎
へ
移
行
す
る
過
程
は
必
ず
し
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
今
回
は
、

『
横
浜
市
震
災
誌
』
や
『
横
浜
復
興
誌
』、

さ
ら
に『
横
浜
市
日
報
』や『
横
浜
市
報
』、

『
横
浜
市
事
務
報
告
書
』、『
横
浜
貿
易
新

報
』
や
『
都
新
聞
』、『
東
京
日
日
新
聞
』

な
ど
の
新
聞
史
料
か
ら
四
代
目
市
庁
舎
が

誕
生
す
る
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
。

応
急
体
制
の
確
立

　

地
震
発
生
前
、
横
浜
市
役
所
の
機
構
は

内
記
課
、
庶
務
課
、
教
育
課
、
商
工
課
、

社
会
課
、
建
築
課
、
土
木
課
、
衛
生
課
、

戸
籍
課
、
税
務
課
、
経
理
課
、
会
計
課
、

都
市
計
画
局
、
電
気
局
、
水
道
瓦
斯
局
の

一
二
課
三
局
体
制
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
体

制
で
は
増
加
す
る
震
災
業
務
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
九
月
四
日
、
配
給
係
や

徴
発
係
な
ど
三
三
の
係
に
改
編
し
て
い
っ

た
。
こ
の
う
ち
救
援
物
資
の
配
給
、給
水
、

揚
陸
、
収
容
、
衛
生
、
保
護
等
の
活
動
に

つ
い
て
は
『
横
浜
市
震
災
誌 

第
四
冊
』

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
役
所
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
窮
地
に

陥
っ
た
市
民
の
救
済
で
あ
り
、『
横
浜
市

震
災
誌 

第
一
冊
』
は
「
直
後
最
も
必
要

な
仕
事
は
、
罹
災
生
存
者
を
飢
渇
か
ら
救

ふ
こ
と
ゝ
、
傷
病
者
の
救
護
と
、
人
心
の

安
定
を
図
る
事
に
あ
る
の
で
、
乃
ち
先
づ

此
等
の
事
に
主
力
を
注
ぎ
、
無
電
・
急
使

等
に
よ
り
、
政
府
筋
に
急
ぎ
申
告
し
て
其

の
援
助
を
請
ひ
、
物
資
豊
富
な
る
関
西
の

諸
府
県
市
に
向
っ
て
、
米
穀
、
副
食
物
、

衛
生
材
料
、
其
の
他
応
急
物
資
の
供
給
を

依
頼
す
る
の
一
方
、
取
敢
え
ず
市
内
の
残

存
地
域
其
の
他
近
接
町
村
に
吏
員
を
急
派

し
て
、
食
糧
の
蒐
集
に
努
め
、
残
存
倉
庫

及
停
泊
船
舶
の
在
米
を
配
給
す
る
の
準
備

を
為
し
、
飲
用
水
を
供
給
す
る
の
途
を
開

き
、
又
救
護
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
迅
速

機
敏
の
方
途
を
講
じ
た
」
と
、
震
災
時
の

対
応
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
市
役
所
の
職

員
た
ち
が
様
々
な
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

他
方
、
事
務

作
業
は
瀧
頭
に

所
在
す
る
電
気

局
（
市
電
の
運

行
を
担
当
）
以

外
は
前
述
の
中

央
職
業
紹
介
所

で
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
市
役
所

は
九
月
一
二
日

発
刊
の
『
横
浜

市
日
報
』に「
急

告
」
を
掲
載
、

「
市
吏
員
其
の

他
に
し
て
今
尚

出
勤
せ
ざ
る
者

は
至
急
桜
木
町

二
ノ
二
中
央
職

業
紹
介
所
内
市

役
所
仮
事
務
所

に
出
頭
し
其
居

所
を
届
出
で
関

係
課
長
の
指
揮

を
受
け
ら
る
べ
し
」
と
求
め
て
い
る
。
事

務
体
制
が
整
う
一
方
で
、
混
乱
状
況
の
な

か
、
所
在
確
認
が
で
き
な
い
職
員
も
い
た

の
で
あ
る
。
同
様
の
「
急
告
」
は
九
月
一

七
日
に
も
掲
載
さ
れ
、
一
九
日
ま
で
に
書

面
で
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

バ
ラ
ッ
ク
庁
舎
の
建
設

　

地
震
発
生
か
ら
半
月
を
経
過
し
た
段
階

で
、
災
害
対
応
に
あ
た
る
職
員
の
勤
務
時

間
は
、
土
曜
日
・
祭
日
も
含
め
、
午
前
八

時
か
ら
午
後
五
時
と
な
っ
た
（『
横
浜
市

日
報
』
九
月
一
八
日
）。
一
方
、
中
央
職

業
紹
介
所
で
は
、
建
物
が
狭
隘
ゆ
え
に
、

事
務
作
業
の
空
間
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
庁
舎
前
、
桜
木
町
駅
の
駅
前

広
場
に
バ
ラ
ッ
ク
を
建
設
す
る
こ
と
で
こ

の
問
題
の
解
消
に
努
め
た
。
九
月
二
一
日

以
降
、
バ
ラ
ッ
ク
の
完
成
に
伴
い
、
戸
籍

係
や
配
給
係
な
ど
の
一
部
の
部
署
を
そ
ち

ら
に
移
し
、
中
央
職
業
紹
介
所
内
の
配
置

を
再
編
し
た
（『
横
浜
市
日
報
』
九
月
二

二
日
）。
さ
ら
に
翌
二
二
日
夕
方
、
中
央

職
業
紹
介
所
内
で
局
課
長
会
議
が
開
催
さ

れ
、
今
後
の
活
動
方
針
や
予
算
、
復
興
に

横浜市庁舎の震災復興

図１　三代目の市庁舎となった中央職業紹介所　当館蔵
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む
け
た
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

こ
の
時
点
で
県
庁
と
と
も
に
、
市
庁
舎

を
横
浜
公
園
内
に
設
置
す
る
計
画
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
九
月
二
二
日
付
の
『
都

新
聞
』
は
「
焼
け
出
さ
れ
た
神
奈
川
県
庁

と
横
浜
市
役
所
は
今
度
一
緒
に
横
浜
公
園

に
半
永
久
的
の
バ
ラ
ッ
ク
式
建
物
を
建
設

し
、
当
分
そ
こ
で
事
務
を
執
る
こ
と
に
決

し
、
今
月
末
か
来
月
初
め
よ
り
建
築
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
県
市
の

吏
員
で
焼
出
さ
れ
た
者
又
は
焼
け
な
く
て

も
多
忙
で
家
へ
帰
れ
な
い
者
の
た
め
に
同

じ
公
園
内
に
バ
ラ
ッ
ク
式
の
合
宿
所
を
設

け
よ
う
と
計
画
を
進
め
て
居
る
」と
報
じ
、

「
当
分
は
公
園
が
神
奈
川
県
並
に
横
浜
市

の
政
治
の
中
心
と
な
る
訳
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
理
由
は
定
か
で
は
な

い
が
、
こ
の
計
画
は
実
現
せ
ず
、
引
き
続

き
、桜
木
町
が
市
政
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

　

九
月
三
〇
日
、
臨
時
配
給
部
や
臨
時
建

築
部
を
新
設
す
る
と
同
時
に
、
臨
時
に
設

け
ら
れ
た
係
を
廃
止
、
事
務
体
制
は
震
災

前
の
状
況
に
復
帰
し
た
。
た
だ
し
、
各
局

課
は
処
務
規
定
を
定
め
て
引
き
続
き
災
害

対
応
を
行
っ
た
ほ
か
、
情
報
収
集
及

び
被
害
状
況
の
調
査
は
社
会
課
が
担

う
こ
と
に
な
っ
た
（『
横
浜
市
日
報
』

一
〇
月
一
日
、
二
日
）。
続
い
て
一

〇
月
二
四
日
、
中
央
職
業
紹
介
所
と

神
奈
川
県
農
工
銀
行
と
の
間
の
空
地

に
バ
ラ
ッ
ク
が
完
成
、
市
長
室
を
は

じ
め
内
記
課
や
庶
務
課
、
経
理
課
な

ど
が
移
転
す
る
一
方
、
中
央
職
業
紹

介
所
は
本
来
の
業
務
を
再
開
さ
せ
た

ほ
か
、
建
物
内
に
は
、
社
会
課
や
都

市
計
画
局
、市
会
議
場
な
ど
が
残
り
、

業
務
を
続
け
た
。

　

市
役
所
の
災
害
対
応
は
復
旧
か
ら

復
興
の
段
階
へ
と
移
り
、
都
市
計
画

局
を
中
心
に
、
様
々
な
計
画
が
練
ら

れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
業
務
量

も
増
加
、
横
浜
市
は
桜
木
町
駅
前
郵

便
局
の
仮
庁
舎
を
確
保
す
る
な
ど
、

事
務
作
業
の
空
間
を
拡
大
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
震
災
時
の
市
庁
舎
は
、

中
央
職
業
紹
介
所
を
中
心
に
、
桜
木

町
駅
前
な
ど
周
囲
に
拡
大
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

横
浜
市
庁
舎
の
再
建

　

内
務
省
の
技
師
で
あ
っ
た
牧
彦
七
が
策

定
し
た
横
浜
市
の
震
災
復
興
計
画
で
は
、

伊
勢
山
に
公
園
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
部
に
県
庁
や
市
役
所
を
配
置
、
関
内

方
面
と
戸
部
・
高
島
町
方
面
を
繋
ぐ
行
政

の
中
心
地
と
す
る
構
想
だ
っ
た
（『
横
浜

復
興
誌 

第
一
編
』）。
だ
が
、
市
内
有
力

者
た
ち
の
反
対
で
計
画
は
変
更
、
市
庁
舎

は
港
町
の
元
の
所
在
地
に
再
建
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
時
、
す
で
に
焼
け
た
旧

庁
舎
は
陸
軍
の
工
兵
隊
に
よ
っ
て
爆
破
さ

れ
て
お
り
、
再
建
工
事
で
は
そ
の
基
礎
部

分
を
再
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
一
〇
月
一

一
日
、
新
庁
舎
の
建
設
工
事
が
始
ま
っ
た

ほ
か
、
一
週
間
前
、
三
日
付
の
『
横
浜
貿

易
新
報
』
は
「
早
速
工
事
に
掛
る
市
の
仮

庁
舎
」
と
題
し
て
新
庁
舎
の
概
要
を
報
じ

て
い
る
。「
仮
庁
舎
」
と
あ
る
よ
う
に
、

新
庁
舎
は
あ
く
ま
で
仮
設
の
建
物
と
し
て

想
定
さ
れ
て
い
た
が
、「
該
建
築
の
体
裁

は
木
造
二
階
建
外
面
を
玄
関
一
部
を
除
い

て
全
部
を
セ
メ
ン
ト
塗
り
と
す
る
か
な
り

立
派
な
も
の
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
工
事
開
始
か
ら
四
ヶ
月
後
の
一

九
二
五
年
二
月
七
日
、
木
造
二
階
建
て
、

石
綿
ス
レ
ー
ト
葺
の
新
庁
舎
が
完
成
す
る
。

　

建
物
は
本
庁
舎
と
別
館
か
ら
構
成
さ

れ
、前
者
の
一
階
に
は
財
務
課
や
会
計
課
、

社
会
課
等
の
各
課
、
二
階
に
は
市
長
室
や

助
役
室
、
新
聞
記
者
室
、
市
会
議
場
、
食

堂
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
後
者
は

土
木
局
専
用
の
建
物
で
、
同
局
道
路
課
や

庶
務
課
が
一
階
と
二
階
に
分
散
配
置
さ
れ

た
。
加
え
て
、
道
を
隔
て
た
横
浜
公
園
内

に
も
二
階
建
て
の
分
庁
舎
が
建
設
さ
れ
、

土
木
局
整
地
課
、
河
港
課
の
ほ
か
、
建
築

課
や
衛
生
課
が
入
る
な
ど
、
再
び
港
町
周

辺
が
市
政
の
中
心
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
、
桜
木
町
か
ら
の
引
越
作
業
は
二

月
八
日
を
予
定
し
て
い
た
が
、
悪
天
候
の

た
め
に
延
期
と
な
り
、
一
五
日
の
日
曜
日

に
作
業
を
完
了
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

渡
辺
勝
三
郎
市
長
は
前
日
発
行
の
『
横
浜

市
報
』
号
外
で
「
市
役
庁
舎
ハ
本
月
十
六

日
ヨ
リ
左
ノ
所
へ
移
転
ス
」
と
告
示
を
発

し
、「
港
町
一
丁
目
一
番
地 

旧
庁
舎
跡
」、

「
山
下
町
横
浜
公
園
地 

港
橋
際
」
と
新
庁

舎
の
位
置
を
明
示
し
た
。
一
方
、
桜
木
町

の
バ
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
無
償
提
供
の
要

請
が
殺
到
し
た
が
、
引
き
続
き
、
水
道
瓦

斯
局
な
ど
が
使
用
し
た
後
、
交
通
上
の
問

題
か
ら
撤
去
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

二
月
二
一
日
、
市
内
外
の
有
力
者
約
五

〇
〇
人
を
招
待
し
て
新
庁
舎
の
披
露
式
典

が
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
庁
舎
内
で

は
、
震
災
当
時
の
写
真
や
復
興
に
関
す
る

資
料
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ビ
ー
ル
や
軽

食
な
ど
も
振
舞
わ
れ
た
。
ま
た
、
渡
辺
市

長
は
工
事
を
請
け
負
っ
た
三
ツ
引
商
事
株

式
会
社
及
び
設
計
者
の
庄
司
保
之
助
に
賞

状
を
送
る
な
ど
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て

い
る
（『
東
京
日
日
新
聞
〔
横
浜
横
須
賀

版
〕』一
九
二
五
年
二
月
二
二
日
）。
以
後
、

こ
の
庁
舎
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

一
〇
月
一
日
に
横
浜
市
役
所
が
野
毛
山
の

老
松
国
民
学
校
に
移
転
す
る
ま
で
使
用
さ

れ
て
い
っ
た
。

�

（
吉
田
律
人
）

図２　旧市庁舎跡地に完成した四代目市庁舎　当館蔵
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展 示

▼お知らせ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、2020年２月29日（土）から臨時休館して
おりましたが、緊急事態宣言の解除を受け
て、６月２日（火）より段階的に再開館いた
しました。再開にあたっては、感染拡大防
止の観点から、十分な予防対策を行ってま
いります。皆さまにはご不便をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いいたします。

―再開にあたって―
・当面、開館時間は10時から16時とします。
・�展示室内が密にならないよう、入館する

人数を制限して、１時間ごとの入れ替え
制でご入館いただきます。

・�受付にて１時間ごとの整理券を配布します。
・�手に触れられる一部の展示は休止します。
・�当面、閲覧室は休室します。

―ご来館の皆さまへのお願い―
・�体調のすぐれない方、過去２週間以内に

感染が引き続き拡大している国・地域へ
の訪問歴がある方は、ご来館をお控えく
ださい。

・�ご入館の際に、検温とアルコール消毒液
での手指消毒をお願いします。37.5℃以
上の発熱があると認められた場合、ご入
館をお断りいたします。

・�ご入館の際に「連絡シート」へのご記入
をお願いします。（当館ホームページか
らダウンロードできます。あらかじめご

記入のうえ、お持ちいただいても結構で
す。）

・館内ではマスクの着用をお願いします。
・�館内では�2�mを目安に、他の方との間隔

を保ってください。また大きな声での会
話はお控えください。

・�館内では展示物や展示ケース等に触れな
いようお願いします。

・ご観覧は１時間以内でお願いします。
・�当面、団体でのご来館はお控えください。

―当館での取り組み―
・�適切な展示環境を維持するため、館内は

普段から十分な換気を行っています。
・�手すりなど多くの方が触れられる箇所

は、毎日定期的に消毒を実施しています。
・�受付には、飛沫感染を予防するため飛沫

ガードを設置しています。
・�スタッフは毎朝の検温、マスクの着用、手

指のアルコール消毒を実施しています。
・�配置により、ビニール手袋、フェイスガー

ドを着用して対応いたします。

▼企画展
（1） 横浜市新市庁舎完成記念
　　�町会所から市役所へ
　　―古地図と古写真に見る横浜の歩み―
　　会期：2020年６月13日（土）
� ～9月22日（火・祝）
　今年、横浜市中区本町６丁目に横浜市の
新しい庁舎が完成しました。これを記念し
て、開港直後に町の行政機関として設置さ
れた町会所の歴史や1889年に発足した横浜
市の現在に至る歩みを古地図や古写真等で
紹介します。
　本展示は、新型コロナウイルス感染拡大防
止のため２月29日（土）以降臨時休館により
休止した展示を再開催するものです。
＊�この期間に予定しておりました企画展「日英交

流の原点」（仮称）は、来年度へ延期することに
なりました。

（2） �コスモポリタンたちの足跡
　　―写真アルバムから―
　　会期：2020年10月３日（土）
� ～2021年１月24日（日）
　本展示の会期は、当初４月25日（土）～７
月12日（日）としておりましたが、臨時休館
を実施したことにより会期を変更して開催
いたします。

　今後の状況により、開館日や開催内容等
を変更する場合がございます。最新情報は、
当 館 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.kaikou.
city.yokohama.jp/）にてご確認ください。

　

桜
木
町
駅
か
ら
大
岡
川
を
の
ぞ
ん
だ
対

岸
に
、
か
つ
て
横
浜
貿
易
新
報
社
が
建
っ

て
い
た
。
現
在
は
横
浜
市
新
市
庁
舎
が
建

つ
。
同
紙
は
、
今
年
創
刊
一
三
〇
年
の『
神

奈
川
新
聞
』
に
つ
な
が
る
一
紙
で
あ
る
。

　

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
当
時
、
最

新
の
技
術
で
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
四
階
建
で
あ
っ
た
。
新
築

当
時
の
紙
面
は
、
落
成
式
と
披
露
招
待
会

の
話
題
を
賑
や
か
に
伝
え
て
い
る
。
三
月

一
日
の
落
成
式
後
、
一
〇
年
以
上
勤
続
社

員
二
七
名
の
表
彰
を
行
な
っ
た
。
同
三
日
・

四
日
に
は
県
・市
の
代
表
者
、銀
行
関
係
者
、

営
業
関
係
者
な
ど
の
披
露
招
待
会
を
開
催

し
た
。
同
時
に
、
開
港
記
念
会
館
に
八
団

体
八
百
名
の
児
童
を
招
待
し
、
慈
善
団
体

児
童
慰
安
会
を
開
い
た
。

　

同
紙
が
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
二

月
に
、
横
浜
貿
易
商
組
合
の
機
関
紙
『
横

浜
貿
易
新
聞
』
と
し
て
創
刊
し
て
三
四
年

目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
実
業
紙

か
ら
一
般
紙
を
目
指
し
、
一
九
〇
四
年
に

『
横
浜
新
報
』と
合
併
し
て
同
社
の
社
屋（
本

町
六
丁
目
八
六
番
）
に
移
っ
た
。
一
九
〇

六
年
に
『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
改
題
す
る
。

一
九
一
〇
年
に
は
三
宅
磐
を
社
長
に
招
き
、

最
盛
期
を
迎
え
た
。

　

新
社
屋
（
本
町
六
丁
目
八
四
番
）
へ
の

移
転
は
、
三
宅
の
社
長
就
任
後
、
一
三
年

目
だ
っ
た
。こ
の
時
、①
大
学
講
座
の
開
設
、

②
婦
人
輔
導
の
施
設
、
③
体
育
連
盟
の
組

織
、
④
移
動
会
館
の
計
画
、
⑤
横
浜
年
鑑

の
発
行
と
い
う
「
五
大
事
業
」
計
画
を
示

し
た
。
と
こ
ろ
が
九
月
一
日
に
関
東
大
震

災
が
発
生
し
た
。
半
年
前
に
移
転
し
た
ば

か
り
の
社
屋
は
倒
壊
し
、「
五
大
事
業
」
計

画
は
実
行
に
移
せ
な
く
な
っ
た
。

　

震
災
当
日
、
出
社
し
た
記
者
の
山
本
和

久
三
は
、
二
階
で
連
載
中
の
原
稿
を
仕
上

げ
て
い
た
。
土
曜
日
の
た
め
、
隣
の
社
長

室
に
来
客
が
あ
る
ほ
か
、
編
集
室
に
は
社

員
三
人
と
給
仕
が
二
・
三
人
い
る
の
み
だ
っ

た
。
そ
の
時
地
震
が
あ
り
、南
側
の
窓
に
、

銀
行
集
会
所
の
建
物
が
平
蜘
蛛
の
如
く
に

ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
た
の
が
見
え
た
。
山

本
は
、
社
屋
の
一
部
が
地
面
近
く
ま
で
倒

れ
て
い
た
場
所
か
ら
、
飛
び
降
り
た
。
耐

震
耐
火
と
い
わ
れ
た
社
屋
は
、
左
に
傾
い

て
い
た
。
し
か
し
、
社
員
も
従
業
員
も
全

部
無
事
に
屋
外
に
逃
れ
得
た
の
は
矢
張
り

建
物
の
お
か
げ
だ
っ
た
と
い
う
。

　

同
社
は
、
九
月
一
三
日
か
ら
臨
時
号
を

発
行
し
、
翌
年
一
月
二
六
日
に
復
刊
を
は

た
し
た
。
一
九
二
七
年
に
は
、
本
町
通
り

に
面
し
た
旧
社
屋
の
場
所
に
社
屋
を
新
築

す
る
ま
で
に
復
興
し
た
。

　

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
八
月
三
〇
日

ま
で
、
横
浜
貿
易
新
報
社
関
係
資
料
を
紹

介
す
る
。�

（
上
田
由
美
）

資 料 館
だ よ り

横浜貿易新報社屋をめぐって

図　横浜貿易新報社新築記念絵はがき
　　（横浜開港資料館所蔵）


